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【履 歴】
１９６９年３月 愛媛大学文理学部（社会科学系）卒業
１９７６年３月 専修大学大学院経済学研究科経済学博士課程単位取得満期退学
１９７２年４月 専修大学経済学部助手
１９９２年４月 専修大学経済学部教授
２００５年４月―２００６年３月 大学院社会知性開発研究センター兼坦教員
２００５年４月―２００７年３月 キャリアデザインセンター運営委員会委員
２００６年４月―２００７年３月 社会知性開発研究センター研究員
２００７年４月―２００８年１２月 戦略会議委員
２００７年４月―２００９年３月 自己点検・評価委員会委員
２００７年４月―２００８年３月 社会知性開発研究センター研究員
２００７年４月―２００９年３月 自己点検・評価運営委員会委員
２００７年４月―２００９年３月 国際交流センター委員会委員
２００７年４月―２００９年３月 大学院経済学研究科長
２００８年４月―２００９年３月 社会知性開発研究センター研究員
２０１０年４月―２０１２年３月 セクシャル・ハラスメント防止委員会委員
２０１１年４月―２０１５年３月 キャンパス・ハラスメント対策室長
【業 績】
【単著】
『都市と経済立地』大明堂 １９９１年６月
『地域・都市分析と経済立地論』大明堂 １９９６年１０月
【学術論文】
「家計の立地と都市の形態」『専修経済学論集』第８巻 第２号 １９７３年１０月 pp．１―２８
「製造品出荷額に影響する立地因子の計量経済学的研究 ―特に昭和４５年度の資料をもとにして―」専修大学
社会科学研究所『社会科学年報』第９号 １９７５年１２月 pp．１９７―２７２
「大都市立地の製造業に関する研究」『専修経済学論集』第１４巻 第１号 １９７９年９月 pp．９―３７
「経済立地複合体としての都市の研究」専修大学経営研究所『専修経営研究年報』No．４ １９８０年３月
「地方都市での人口増加とサービス経済化の関係の実証的研究」『専修経済学論集』第１６巻 第２号 １９８２年３
月 pp．４３―１００
「地方都市の人口動態と３次産業化の関係の事例研究」専修大学社会科学研究所『社会科学年報』第１６号 １９８２
年３月 pp．２６３―２９９
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「経済地域としての都市の問題への一接近」『森本憲夫教授退官記念論文集』１９８３年４月 pp．９―２３
「日本の都市に関する定量的研究 ―主として因子分析を中心として―」『専修大学情報科学研究所所報』No．９
１９８４年７月 pp．２―７
「日本の都市のもつ経済的機能の差の経験的研究」『専修経済学論集』第１９巻 第２号 １９８５年２月 pp．３１５―
３３２
「大都市都心の再生 ―ジェントリフィケーションを中心として―」専修大学社会科学研究所『社会科学年報』
第２１号 １９８７年３月 pp．９９―１２０
「地域開発と先端産業の立地」『専修大学社会科学研究所月報』第２９９号 １９８８年６月
「都市と都市計画 ―スプロールの問題と計画による介入―」『専修経済学論集』第２２巻 第１号 １９８８年９月
pp．１６７―１９３
「わが国の都市の人口変化をもたらす要因の実証的研究」『経済地理学年報』第３７巻 第３号 １９９１年１０月
pp．６６―７６
「地域開発の効果と居住地の環境の選択」『専修大学経済学論集』 第２７巻 第２号 １９９３年３月
「岡山市及び周辺部での居住地選択に及ぼす要因の実証的研究」『瀬戸内地理』第４巻 １９９５年６月 pp．１―７
「英国の「タウンプラニング」と日本の「都市計画」」『専修大学社会科学研究所月報』４２２号 １９９８年８月 p．３１
「大都市圏の郊外都市の再開発問題 ―座間市を例として―」『専修経済学論集』２００２年１１月
「「まちづくり指針」の提案」『専修大学社研月報』４８５号 ２００３年１１月
「産業クラスターとサイエンスパークの関係の研究・・序」イノヴェーション・クラスター形成に向けた川崎
都市政策への提言政 ２００５年３月 pp．１７５―１８９
「「都市計画」にみる「持続可能性」と「美」」『都市空間の再構成』専修大学社会科学研究所叢書９ 専修大学
出版局 ２００７年３月 pp．３―４２
「「大川崎地域」における川崎市の各区の地域的特徴の分析」『都市政策研究センター論文集』第３号 ２００７年
３月 pp．２４９－２６０
川崎市における学術・文化拠点の形成について……「知都」川崎の核となる地域の建設の提言」『川崎都市
白書』専修大学社会知性開発研究センター／都市政策センター ２００９年３月 pp．２０３―２０９
「まちづくりの日米英比較」『専修大学社会科学研究所月報』５８５巻 ２０１２年３月 pp．１―６４
「香川県高松市丸亀町 商店街活性化の成功例」『専修大学社会科学研究所月報』No．５７８，５８８ ２０１２年６月
【学会発表】
「岡山市中心部への通勤圏内部の人口変化とその要因の実証的研究」瀬戸内地理学会 １９９４年６月
「日英都市計画の比較―人か法か―」地域地理科学会 ２００３年７月
【その他】
「都市の経済構造と成長の理論 ―展望―」『専修経済学論集』第１０巻第１号 １９７５年１０月
「都市経済学への一試論」『専修大学社会科学研究所月報』第１６６号 １９７７年６月 pp．１―２１
「書評：A. W. Evans : Urban Economics」『専修経済学論集』第２１巻 第１号 １９８６年９月 pp．１７１～１７８
「居住地の選択と公共施設への近接性に関する一考察」専修大学社会科学研究所『社会科学年報』第２９号 １９９５
年３月
「「全国総合開発計画」と「遷都」問題に関する覚え書き」『専修経済学論集』第３０巻 第３号 １９９６年３月
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「英国の計画政策指針（Planning Policy Guidance Notes）のなかのグリーンベルト（PPG２）と住宅供給（PPG
３）」『専修大学社会科学研究所月報』４２６号 １９９８年１２月 p．２８
【翻 訳】
D. M. スミス『工業立地論（上）』（共訳 第１章，第７章および第８章を担当）大明堂 １９８２年７月
D. M. スミス『工業立地論（下）』（共訳 第１６章～第２３章を担当）大明堂 １９８４年１０月
W. アイザード『地域科学入門（）』（共訳 第１５章を担当）大明堂 １９８５年１１月
A. W. エヴァンス『都市の立地と経済』大明堂 １９８６年１２月
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